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イーゴリ遠征藷

( 71ミ 11Ii) 

木付彰一訳

140. イングヴァリよ， フセーヴォロトよ f またムスチスラーフのみたりのおん子，

践しからぬ巣に生まれた六翼の驚よ.' おみたちは不殻のくじもて領国を得たもうた。

140. fイングヴアリよ，フセーヴォ円、ょ./J--J HH'hrBapb (A HHrBapb) H BCeBOJIOJl，'h! (PA 

，) lnεvar' と Vsevolod は，すで iこ 1:3:~に名前の出た Mstislav Peresopnickijの兄弟で， Jaro-

slav Luckijの息子たちであることにつL、ては諸家の見解が」致してL、ます (LaGeste， 132; Lixaとev，

447; Obr~bska-Jabfoおka， 139)。
[ムスチスラーフのみたりのおん子よJ--J BCH TPH MCTHCJIaBHqH (A MCTHCJIaBJIH羽)，高訳す

れば fMstislavの 3人の息子全部j とレうことになりますが，この Mstislavがどの人物を指すかにつ

いては，昔から説がわかれています。。すぐ上に名前の出た Ingvaドと Vsevolod，およびその兄弟の MstislavPeresopnickij の 3人
を指すとする (N.託.Karamzin以末ーの〉説。この 3人の矢は JaroslavLuckijですから， Mstislavici 

では事実に反しますが，この説の支持者たちは，この父称は 3人の曾祖父 Mstislav(Vladimir Mono-

maxの子)に由来するものだと主張します。こうした点に無理があるほか， Jaroslav Luckij vこはも

う1人 Izjaslavという子があって， Slovo の書かれた当時は存命であったこと， それよりなにより，

はじめに 3人兄弟のうち 2人だけの名をあげ，ついで fMstislav の 3人の息子全部j というふうに言

L 、直すのはL、かにも不自然な修辞であることを考えj工ば，この説は受け入れがたいもののように忠われ

ます。

2) Mstislav Rostislaviと(“ Xrabryj")の 3人の子 Mstislav，Davyd， Vladimirの 3人を指すとす

るA.Majkovの説。 MarcSzeftel もこの説を採用しています (LaGeste， 132)。この考えに従えば，

仁記の 3人兄弟は，すでに 127に出て来た Rjurik と Davyd のおいに当たることになりますG なお

Mstislav RostislaviとにつLもては， Ipatij 本年代j記1178年のJ}i(除村訳では 462以下)に z記事があり

ます。

:l) Vladimir Monomaxの符孫 MstislavIzjaslaviとの 3人の子 Roman，Svjatoslav， Vsevolod 

た指すとする Vjazemskij，Ogonovskij らの説。 Lixacev(447)， Stelleckij (178) はこの説会f踏襲し

ています。 lngvar'，Vsevolod と政んで，この 3人もすべて Volyn'地方の公であることを考えあわせ

ると，この説はもっとも説得力があると言えましょう。 fMstislavの 3人の子j とだけ子?って名古討をあ

げなかったのは，もしずi言Ijをあげると，すでに 133に111た RomanJ)名がくりかえされることにたるは
かに，次にくる {6翼のタカ》という表現との結びつきが稀薄になるからであろうと思わALますc つま

り私見によれば，後述するようにここでは 3と6とL、う数のよ;，t1七がもっとも重要な跨辞的役;唱を果たし
ているわけです。さらにまた Roman の名の出た 133のすぐあとの 135で「ラテンの史」の表現がJf!

いられたのと符節を合わせるように，ここでも次の 141に[ポーランドの前Jが1+¥てくることは，この
説の信活性をますます確かなものにすると思います。

「六翼の鷹よ!J--J ll1eCTOKpHJIUH! (A出 eCTOK翌日JIbUH，)回eCTOKpHJIbUbない Lll1eCTOKpHJIbHblH 
は天{史 cepa中HMの epithet(Sreznevskij， III， 1589参招〉で，すでに 1076年の Izbornik にもJll鍔
が見えています。この話はギリシア語 heksapterugon(または 'heksapterugos)のなぞりですが，この

ギザシア語は cepaφ沼M の異名であるとF百時にまた cepac拘Mの持つうちわをも指 Lていました。とこ
ろがそのうちわがやがてタカを意味する怪語 ksephteriの名称をもって呼ばれるようになったところか

ら， ksephteri と heksapterugonは同 a裂されるに雫り，その彰響でロシア語ll1eCTOKpHJIbUb もタ

カを指すことになった模様ですっ しかし同時に作者がこの誌に元来の {6翼の》の意味をも付ヤーしてい

たことはあきらかで，つまり TPHMCTHCJIaBHqH仁]出eCTOKpHλ江討には{(l羽 2枚ずつ合計)6枚
の翼を持つ (3羽の)タカ， (すなわち) Mstislavの 3人の子》という nuanceがあるわけです (La 
Geste， 133参照L
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木村彰一訳

141. おみたちの黄金の兜，ポーランドの槍と搾とはそも何のため?

142. おみたちの鋭き矢もて，野の民に関の戸とざしたまえかし ロシアの国をば守ち

んため， スヴャトスラーフの雄々しき子，かのイーゴリが手傷のため/

143. いまははや，スラーもしろがねの流れもてヤロスラーヴリの町びとの呂を楽しま

すことはなL、。ドヴィナーの流れもいまは布教のゃからの雄たけびのもと，そのかみ勇名

をはせたボーロツグびとのためには沼と変じた。

144. ただひとり， ヴァシリコの子イズャスラーフ， リトワびとの兜めが汁て利きつる

ぎの音をひびヵ、せたが，祖父フセスラーフの名をはずかしめたのみか，みず、からも， リト

ワのつるぎ、にはたと打たれて。 1血に染む草のベの，来年色なす掲のもとにくずおれた，いと

Lの妻とふしどに身をば投ぐるがごと O

145. きればポヤーン IiうO

[おみたちは不散のくじもて額 Il~1 を得たのではなかったかj 一一-} Herr06も)J.HbIMH(A He rr06も)J.HbI-

MH)滋 pe6iHc06も BJ1aCTHpaCXbITHCTe. (P ? A ，)-Lixacev (23 f.) は A~こ従って He rr06も江HbIMH

)Kpe6HH…と読み， [HO] He rro rrpaBy rr06e瓦 paCXHTHJ1H[ぇ06bIJ1H] ce6e BJ1a瓦eH泊先! と訳し，

Stelleckij (179)は He rr06も)J.HbIMHと読むことは Lixacevと河じですが，解釈は逆で Mstislavi訟

は《耕平IJのくじ〉によって領国を奪取した 3aBOeBaTeJ1H ではなく， それぞれの領関の 3aKOHHbIe 

HaCJ1eぇHHKHなのだ，ととる D. Dubenskij の説に従っています。 Lixacev のようにここに Msti-

slavici に対する非難の口吻を読みとるにしろ， Stelleckij のように彼らの公と Lての合法牲を読みと

るに Lろ，いずれに Lてもつづく J141の絞らの武勲を暗示する笛者，ましてや J142の Igor'来援
への appeal とはうまくつながらないうらみがあります。背後にある涯史的事実はわかりませんが，そ

れはどうあろうとここはやはり J のように P のテクストを採用し， hyperbolic な修辞によって

Mstislaviξiの武勲をたたえたものと解釈するのがもっとも妥当であると思われます。なお Herr06も)J.b-

Hb <<不散の》という形容詞は Sreznevskijvこは見えませんが， Codex Suprasliensis ~こ少なくとも 1

1支照いられています(Ci互evska，225参照〉。

141. rポーランドの績と楯j一一-}cy J1HUbIλ兄UKbIIf(P江冗UKiH)H Ill.HTbI. Cy♂Huaは両方に
刃先のついた極L、投げ拾で，ポーランド軍が用いていたものです。ここに《ポーランドの》槍と楯が出

てくることについては Lixaとev(448)によれば MstislavIciが母}jの血筋から言えばポーランド王

Boleslaw Krzywousty (1085-1138)の係であったこと，さらにまたこの Volyn'の去たちが Kiev や

Gal誌の公たちとの戦いにさ L、して， LばしばポーランドのJ芝山を受けたことを想起する必要がありま
す Q

142. Iロシアの河合ば守らんためj以下は refrain で， 129， 1:32 iこげくし、でこれが 3定めくかっ最
徒)です。

143. 全体の意味をパラフレーズすると， ~Ý1 戸シアの Sula (これについては 7および 18の立を参

照〉か Perejaslavl'にとってもはや polovcyvこ対する防俸線ではなくなったと同様に，北西ロシアの

Polock公国においても，詩文たる1itovcyが境界線の Dvina まで攻めよせた結果，この河はその芹ベ

における litovcy との戦闘で流された血のために重くよどんでいる，と L、うことになりましょう O

「スラーも・・…・ヤロスラーヴジの町びとの日を楽しますことがないJ--J Cy J1a He Te羽 Tb(P Te・

可eTb)… (PAKb) rpaぇynepe兄CJ1aBJ11O(A nepe 兄CJ1aBJ1ID)，Iドヴイナーの流れも……ボーロック
びとがためには沼と変じたJ-}瓦BHHa60J10TOMb (P 60λOTOMb) TeqeTb…日0J10可HHOMb(P口0・
J10可aHOMつb). P A K'b rpa)J.y訂epe兄eJ1aBJ1犯の K'bは下の n0J10可先日OMとの対比から，後代の inter-

polation と考えられます。なおこのふたつの与格は dativus commodiないし incommodi ととるべ

きでしょう (LaGeste， 194の Jakobsonの訳では… CyJ1a He CTpyHTC克… Ha pa.lI.OCTb nepe冗-

CJ1aBJ1ID・r予aぇy;…瓦BHHay n0J10QaH… T双HO益Te弓eT)。これを〈…・..の方へ，…一・をさして》と訳

すことは無理だと思われます。なぜなら Polockは Dvinaにのぞんでいますが， Perejaslavl'は Sula

の北語にある Trubezの流域の町だからです。なお Lixacev(24)は PAK'b rpa)J.y nepe兄CJ1aBJ1胞

の K'bを生かして， しかも.lI.JI完 ropo江anepe兄CJIaBJI完と訳していますが，この訳は少々無理かと思

われます。
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イーゴリ遠征語

144-145. I程父フセスラーフの名をはずかしめたるのみか， みずからもリトワのつるぎにはたと打

たれて， J危に染む草のベの，緋色なす楯のもとにくずおれた。いと Lの妻とふしどに身をば投ぐるご

と， さi'lばボャーン言う j一一一JnpHTpena cRaByえもJ1..y(A cRaByえもえy)cBoeMy BCeCRaBY， a CaMb 

naJ1..b (PAな L)noJ1..も可pbReHbIMH mHTbI Ha KpOBaBも (A HaKpOBaBも) TpaB-B， (P A ，なし)

npHTpenaHb JIHTOBCKbIMH Me可H，(P A .) aKH (P A 11) C XOTHIQ (P A CXOTH ぉ)Ha KpOBaTb. 

(P A ，) 11 peKb (A HpeKも)50匁Hb(PAなし). 山米 He兄CHbIeMeCTaのひとつとされている箇所。

Jakobsonの emendationのおもなものは次の 3点です。 1)前置詞 noえるの言Ijに能動完了分詞 naJ1..'b

4プ挿入 Lたこと， Jakohsonは，がんらしあったと考えられる naJ1..b が後代のある時点で scribeによ

って見落とされたのは，次の nOJ1..b と外昆上位ていること，および述語動詞〈ここでは nplITpena)+持

続誌(ここではお十能動分詞(ここでは naJ1..b)という占い語法が忘れられたこと，のふたつの理由に

よるものと推定しています (LaGeste， 90)0 2) P A 11 CXOTH 治合 aKHC XOTH1Oと改めたこと，た

だ LCi呈t三vska，399所載の， 19641rU) Jakobsonの再構テクストでは aKHを立沼に改めていますが，
全体をひとつの比I最と見る点は変わりがないわけです。なお戦 i二の死の《床》と結婚の〈床〉とのこの

):.t J七につレては 73I¥. 、さま Lきロシアの子らは，婚礼のうたげをとじた。縁者らを罷にあかせて， み
ずからはロシアがためかばおと記って野に伏 LたJ(Ty nHp'b J1..0KOHQarna xpa6piH PYCHQH: CBaTbI 

nonOHrna. a caMH nORerorna 3a 3eMRぬ PyCKy1O)を参賠v 3)さいごの H peKb のあとに 505IHb

~，~挿入[たこと，これは F. Ko誌に拠ったものですが， 209に PeKb50完Hb とあるのがこの挿入の

革委な根拠になっていますじなお Jakobson は， 完了分&ilj peKb (がんらL、'1 peK♂b) は述語動詞

ロ予HTpena よりさらに以前の時〉土丸らわし，従って peKb505IHb は ~50兄Hるがすでに予言していた」

と paraphraseできると考えています (LaGeste， 91)ο 

!二掲の詰所をLixacev(24， 449)はI. D. Tiunov とともに次のように読んでいます npHTpena

CJIaBy J1..色J1..yBcecRaBY， a caMb nOJ1..b 可pbReHbIMHlll.HTbI Ha KpoBaBち TpaBも npHTpenaHbRHTO司

BCKbIMH Me可HH C XOTH1O Ha KpoB， a T'bH peKb. はじ Lixaとevの現代語訳は npHT予enaH'b以下

は次のようです 6bIRn戸16HTHa KpOBb MeQaMH RHTOBCKHMH CO CBOHM Ao6HMu.eM， a TOT H 

CKa3aJI. つまり XOTbを男性の JI回6HMeu.と解 L，peKbの次にある句をその JI回6HMeu.の言った

言葉と解するわけで‘す。かなり魅力的な読み方ですが， {血に染んだ〉と Lづ形容認と〈血》 という名

詞が並んで出てくる点に Slove の作者に似つかわしくないぎごちなさが感じられ， これがこの読み方

の最大の難点といえましょう c

ところで， Slovo 144， 147， 148 のテクストの背景をなす歴史的事件については， ほかの注釈者ーたち

は黙して語りませんが，ただ M.Szeftel (La Geste， 135)のみは，これが 1162年に記こった Gorodec

の戦闘中のあるエピソードを素材に Lたものと断じ， Ipatij 年代年 1162の頃から次のような記事をひ

いています IRogvolod(Borisovi引は Volodar'を政めるために， Polocl王の人びととともに Godo-

dec vご (Kropo江口10)会!J后Lたυ しかし Voloclaピは日中は戦いをしかけず， 夜r11になってからリト

ワニア人たちとともに (C.nHTbBO回〉町から出て伎を攻めた。この夜多くのわざわL、が起こったυ ある
内土殺され，飽の多くの者は[...]'1:.けどりにされた[...]Rogvoloclは Polock へはあえて行かなか
った。なぜなら Polock の人びとが多数戦死 Lたからであるくそこでボーロヅグの人びとは Vasil'ko

の子を (BaCHJIKOBHQa)Polock去にすえた"'J(かっこの中は筆者の禎
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木村彰一訳

146. {:公よ，なんじの従土らは，鳥の翼もておおわれ，けものに生血を吸われた》と O

147. その場には，兄プリャチスラーフも，次の元フセーヴォロトも姿なく，おんみの

み，ただひとり，黄金の首飾りせきもあえずに，雄々しき身から真珠の御魂をとり落と L

Tこ。

148. もろ声はもだL，業しみは消えた。一一一ゴロデツにラッパの音のみかしましL、。

出合記〕 本稿は文部省科学研究費による研究成果の一部である。

釈者があてずっぽうに推定する仮定の rOpo~HO， rpo~HO. rOpo~eH などではなく)まさしく Gorodec

でなければなりません (Stelleckd，184，も V.E. Danileviととともにある程震この考えに傾いていま

す:ただし Stelleckijは Slovoの記述と年代記の記載のかかわり合いをまったく無視していますが)。

勝ちほこる Gorodec勢が高らかにラッパを吹きならすのは context から言ってもきわめて自然です

(18 Tpy6b1 Tpy6見TbBo HOBもrpaえも参照〉。この 1匂を Lixacev(95)が B3HaK C瓦a可sropo.lI.aと

説明し， Stelleckij (183) B 3HaK Tpaypa nO KHH310 ropmKaHe 3aTpy6sJIs B Tpy6b1と説明してい

るのは不可解というほかありません。なお M.Szeftel (La Geste， 136) によれば Gorodec は現在

Gorodok Solomireckijの名で呼ばれる村で， Minskの北 15キ Pの地点にあります。

146. rなんじの従土らは，烏の翼もておおわれJ-J江py)KsHyTBO回， (A ，なし) KH匁波乱
(A ，なし)ロTsIJ.bKpsJIbI npio~も Lixacev は，ある種の猛禽は戦場で死体を見つけると，その死体

の上に舞いおりて，翼をひろげてそれを《おおいかくし). 他のけものや鳥に対して， えものに対する

自己の権利を示す， という N.V. Sarleman'の所説を紹介しています。
147. rその場には兄ブリヤチスラーフも， 次の兄フセーヴォロトも姿なくJ一一ーJHe OblCTb (P 
He 61:盃Cb，A He6bl) Ty 6paTa 6p認可兄CJIaBa(A 6p兎qaCJIaBa)，Hs .lI.pyraro一一(PA-tr..し)BCeBOJIO-
~a: (P A;) Brjacislavと Vsevolodについてはすでに上で説明したとおりです Q
Fこがねの首飾りもせきあえず」一一J甲eCb(A弓pe3b)3JIaTO o)KepeJIie. Lixacev (449) は，
(3JIaTO O)KepeJIbe) とL、うのは公の奈販の，金や宝石をちりばめた円形ない L四角のネックライン

(Bblpe3)であると説明しています。
148. rゴロデツにラッパの音のみかしましい」 この l匂についてはすでに上で説明したとおりで

す。
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